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ロシア語を勉強していきまし

たが、
何の役にも立たなかっ

た・
鉄道に来っても、
人々
との

会話がないんですから．
あの頃

のソ巡は、
たしかに暗かった・

ソ迎が悪夢から党めたとなる

と、
気になるのが中国と北朝鮮

ですが、
今回のモスクワ、
レニ

ングラードで見たように、
上か

らでは体制はひっくり返ぜな

い．
二度でも三度でも「天安

門」
を繰り返す以外に道はない

のかもしれません．0
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二十世紀は
革命の
世紀だと言

われてきましたが、
世紀末にな・

り、
今度は見事に反・
革命が歴

史をリードするようになった。

今回のソ巡共産
党解体、
東欧の

民主化、
天安門事件などすべて

カウンター－リポルlションの

動きです・
これだけ人間の生活

が笠かになった時代に、一つの

価悠観やイデオロギー、
政党で

・
人聞を縛ることがいかに問巡っ

ているかが明らかになった・
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ゴルバチョフは共産党に図執
ないでしょう・

していたと見るむきもあります

私たちはゴルバチョフが成し

が、
彼の其の姿はマルクス・レ・
遂げてきた功鎖を忘れてはいけ

lニン主義の楽
教者だと私は見
ません・
各共和国が完全に分雌

ています・
彼はその改宗の途上
独立するまで、
まだまだゴルパ

にあったんです・
ですから、
こ
チヨフは必要です・

のクlデ・ターを後に、
共産党の
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物
と
金
の
援
助
だ
け
で
な
く

呪縛から一
挙に解放されたいと

本心から思ったんでしょう・

「
経済再建」のノウハ
ウを

市場経済への移行、
ソ連邦の
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解体の二点についても彼は確信
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犯だったと思います・
だから、

今回のクーデターの直緩の原因

になった新連
邦条約の調印をし

ようとしていた・
また、一
連の

東欧の解体劇を彼は黙って見て

いた・
確信犯だからこそ出来た

ことです．
今回の市中悠でゴルバチョフと

エリツィンを横並びに見るよう

な報道が多いですが、
私は違う

と思う・
エリツィン．は、
ゴルバ

チョフがペレストロイカを敢行

し・たからこそ、
民衆のヒーロー

になれた・
エリツィンは言わ

ば、
わんぱく少年をそのまま大

人にしたようなものです・

彼に英雄特有のカリスマ性が

あるということは同時に、
煽動

的、
デマゴーグ的な面もあると

いうことです・
政治が動いてい

るときはそれでいいんですが、

いつまでも抽出動的な事態が続く

わけではありません・
ゴルバチ

ョフの冷静ざはエリツィンには・
ソ巡の共産党が失墜したとい

うことは、
世界の共産主義に潰

滅的打怒を与えることになるで

しょう・
特に中園、
北朝鮮、
キ

ューバのような独裁色の強い国

にとっては大変なことです・

今後ソ連の変革がどうな
V

か、
事態は流動的で予断を許さ’

ない状況ですが、
民主化の大き

な流れが進んでいくとは言える

でしょう・
しかし、
まだ試
行錯

誤の段階であって、
改革が成功

するか否かは経務再建にかかっ

ているのではないでしょうか．

ゴルバチョフ氏のペレストロ

イカも最初は熱狂を持って迎え

られたが、
国民生活を一
向に改

善させることが出来ず、
園内の

支持を大帽に失いました・
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仮にエリツィン氏が次のリー

ダーになったとしても、
民衆が

熱狂している聞はいいだろう

が、
いつまでたっても国民の生

活が良くならなければ、
綴り子

のように後戻りする危険性は十

分にあると思います・

支援の問題で大事なのは、
こ

のような混乱した状況下ですか

ら、
きちんと情報収集し、
独自

の情努判断の上に立って援助し

ていくことでしょう．

支援の
守身も、
金融援助や消

費物
資援助だけではだめです・

七十年に及ぶ計画経済の下で失．

った勤労意欲を取り戻させ、
物

を作るノウハウの面で援助しな

ければソ迎経済は立ち直らない

でしょう．
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ロシアの歴史には三つの王将

があった・
最初はイワン大帝の

リュlリク王朝で、
これは血統

が途絶えて消滅・
次のロマノフ

王朝は、
エカテリングルグで一

家皆殺しにされて途絶えた・

そして三番目にボルシェビキ

体制、
いわゆる共産体制になっ

た・
これも実質的には王朝と呼

べるもので、
その共度党王朝も

今回の
暴走クーデターで命を絶

った・
従って、
ロシアは第四番

目の体制に変わることになる・

それだけ大きな歴史的事件だと

私は受け止めています・

国際的見地に立っと、
ソ述帝

国の解体は、
これまで
軍事的脅

威を受け続けた近隣路国にとっ

ても歓迎すべきことです・
しか

し、
その脅威があまりにも
弱体

化しすぎると、
ユーラシア大陸

における中国の存在を不均衡に

大ぎくしてしまう恐れがある1

・中国をこれまで抑止してきた存

在がなくなるということは極め

て憂慮される事態です・

また一
方で、
新しく生まれ変

わったロシアに大規
模援助をし

ようと大騒ぎする人たちが出て

くるでしょう・
しかし、
基本的

には今回の革命を歓迎するとし

ても、
実際にロシアがどうなっ

ていくか予測するにはあまりに

も不確
定要繋が多い．

・従って、
ここで慌てるべきで

はないし、
ましてや、
はしゃぐ

べきではない．
援助はいつでも

出来るわけで、
それを我々
の目

的に沿った形でもっとも有効に

活用するためにも、
慎重な姿勢

を崩すべきではないと思う・
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